
も
テ
レ
ビ
で
見
て
い
て
、

本
当
に
興
奮
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
裏

に
は
、
規
則
正
し
い
生
活

や
整
理
整
頓
な
ど
、
本
当

に
小
さ
な
事
の
積
み
重
ね

だ
っ
た
こ
と
や
、
暑
い
日

に
カ
ッ
パ
を
着
て
練
習
す

日

の
６
校
時
に
、

る
な
ど
の
努
力
の
成
果
だ

23

(火)

本
校
体
育
館
に
お
い
て
、

と
思
い
ま
す
。

名
護
中
央
公
民
館
「
学

今
日
の
話
を
聴
い
て
、

童
期
・
思
春
期
」
出
前

細
か
い
事
が
で
き
な
い
と
、

講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
き
な
事
を
成
し
遂
げ
ら

講
師
は
、
学
校
法
人
興
南
高
校
理
事
長
・
校
長
、
野
球

れ
な
い
事
が
わ
か
り
ま
し

部
監
督
の
我
喜
屋

優

氏
で
、
演
題
は
、
「
新
し
い
自

た
。
仲
間
を
カ
バ
ー
し
た
り
、
あ
い
さ
つ
や
そ
の
他
の
小

分
を
見
つ
け
よ
う
～
日
々
の
小
さ
な
こ
と
に
気
づ
き
、

さ
な
事
に
気
付
き
、
意
識
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

行
い
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
大
き
な
力
に
な
る
（
積

今
日
は
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
致
大
）
～
」
で
し
た
。
授
業
参
観
と
セ
ッ
ト
に
し
て
、

多
く
の
保
護
者
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
お
礼
の
言
葉
…
安
富
祖

楓
麻
（
生
徒
会
長
）

２
０
１
０
年
の
興
南
高
校
の
春
夏
連
覇
は
、
自
分

第 ２ ６ 号

東江中学校

校長 神元勉

我喜屋 優 氏のプロフィール
■1968年第50回甲子園大会で県勢初のベスト４入

りし，「興南旋風」と呼ばれる活躍を見せた時の４

番・主将。高校卒業後は社会人野球で活躍し，19

74年第45回都市対抗野球大会で優勝。現役引退

後は，社会人野球の監督を経て，2007年に母校・

興南高校の監督に就任。2010年甲子園春夏連覇

の偉業と同時に，県勢初の夏の甲子園優勝を達

成した。現在は，野球部監督の他，学校法人興

南学園理事長と校長も兼任している。著書『逆境を

生き抜く力』・『非常識 甲子園連覇監督に学び続

ける強いチームのつくり方』・『日々，生まれ変わ

る人生に大輪の花を咲かせるための“七つの力”』

我喜屋 優 氏からいただいた色紙

野球部主将・比嘉 廉生徒会長・安富祖楓麻

重点目標：『きき合い つなぎ合い 支え合う』 ※「不退転」：信念を持ち，何事にも屈しないこと

東江中学校 学校便り「不退転」 第 ２６ 号 2017年５月２４日発行（文責：神元）


